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   From a 4 years old male patient with subcutaneous abscess in the preauricular region, a 

strain belonging to the scotochromogenic group of atypical mycobacteria was isolated which was 

thought to have pathogenic relation with the disease. This paper reports the results of various 

examinations on the biological, biochemical and animal experimental characteristics of this 

strain. 

   Since May, 1967, the patient noted a tumor formation in the preauricular region. From 

the pus obtained by the puncture of the tumor, the acid-fast bacilli were isolated, and the-

colonies were yellowish orange in color and smooth and moist in nature. As the strain  was 

proved to be sensitive to streptomycin, the patient had been treated by streptomycin combined 
with surgical treatment. Since  February, 1968, the tumor has been cured, and the acid-fast 

bacilli have become negative. 

   The strain took 3 weeks to grow on 1% Ogawa's egg media. The optimal temperature for 

the growth was 37°C, and it was not photochromogenic. As to the other properties, a  niacin 

test was negative, a neutral red test was negative if the extraction was done with 50% methanol, 

while it was strongly positive if the extraction was done with absolute methanol.  Moreover, 

an urease test was negative, the resistance to decolorizing effect of boiling water (Kf) was  1.  5- 

minutes, a catalase activity was distinct and a cord formation property was not found. 

   For the purpose of investigating pathogenicity, mice were inoculated intravenously  through 

the tail vein with 1 mg of the strain, but no mice showed pathologic change on autopsy. 

A half of mice which were inoculated with 8 mg of the strain died in about a week  after 

infection. The surviving mice were sacrificed on the  58th day. Among died mice, macro-
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scopically, the lung was  congested, the spleen was swollen and the liver showed spotty necro-

sis.  Microscopically,  non-specific pneumonia was recognized in the lung. Among sacrificed 

mice, no macroscopical change  was noticed, however, in microscopic observation of the lung, 

scattered proliferative tuberculous lesions consisting mainly of epithelioid cells were observed. 

The demonstration of the acid-fast bacilli by staining revealed that a great number of organisms 

were found in the inflammatory lesions of the lung of the deceased mice, but in the sacrificed 

mice, no bacilli was found even  in the tuberculous lesoins of the lungs. 

   In order to examine the degree of multiplication of the strain in the lung of mice, 11 mice 

were inoculated intravenously with 1 mg of the organisms, and were sacrificed at 2, 4, 6 and 

8 weeks after the infection. The lung obtained from the sacrificed mice was subjected to the 

 cultural examination for the enumeration of acid-fast bacilli contained. From 2 mice viable 

organisms could be recovered. 

   From the above-mentioned facts it is concluded that the pathogenicity of the present 

strain against mice is not so distinct. Furthermore, the result of the pathogenicity experiment 

of the strain on rabbits was negative.

近年,非 定型抗酸菌に よる感染症例報告がだんだん と

.増加 しているが,非 定型抗酸菌の病原性 に関 して,十 分

数 理解を得るためには多数の症例報告が必要 と 思 わ れ

る。 ここでは耳前部膿瘍 より分離 され,こ の疾患に病原

,的な関 係があ ると思われた暗 発色性非定形抗酸菌の1菌

株 につ いて報告す る。

本菌株が分離 された息者の臨床経過

患者はわれわれの大学の整形外科外来患者で,4歳 の

男児であ る。既 往歴,家 族歴には特記すべ き も の は な

い。また現 在症であ る右耳前部膿癌以外に記すべ き疾患

.は見あたらなか つた。現病歴は1967年5月 よ り右耳前

部に腫瘍形成があ り,コ パル ト照射1回,抗 生物質(薬

剤不 明)の 投与を受け ると,腫 癌はやや縮小 して きた感

が あつた。翌 月大学を訪れ,腫 瘍部 を穿刺 し て 約3ml

の濃厚な黄色の穿刺液が得られ,一 般細菌検査が行なわ

れたが菌を証明で きず,ク 鐸ラムフェニコールを内服 し

ていた◎その後同 じく穿刺液に一般細菌検査 が 行 な わ

れ,さ らに抗酸菌検査が併用 され ると,一 般 細菌検査 で

4ま前回同様菌 を証 明す ることがで きなかったが,抗 酸菌

.検査では塗抹陰性,培 養陽性を示 した。生 じた初発 集落

.が黄燈色 を呈 して いたため非定型抗酸菌が疑われた。 こ

の培養期間 中,腫 瘍は外科的療 法が 試みられ,切 開 して

膿 汁 を搾 り出して培養検査を行な うと・やは り前回同様

の 抗酸菌を認めた。 耐性検査では本菌株は ス トレプ トマ

イ シンに感受性を示 したので,そ の後 ス トレプ トマイ シ

ン0.59の 週2回 筋注が続け られた◎同年9月 末にな る

と培 養検査 で,一 般細菌,抗 酸菌 とも陰{生になつた。 さ

らに ク冒ラムフェニコール・ カナマイ シン・ス トレプ ト

マ イシン,INHの 投 与が続け られ,1968年2月 に は排

膿 もな くな り治癒 して今 日に いたつ てい る。 分離 された

抗酸菌株を息者名を とって杉本株 と命 名 した。

杉本株の 細奮学 的所見

被検菌は多 くの場合1%小 川培地に3遇 間培養 して検

査 に供 した。培 養温度は特記 しないか ぎ り37℃ とした。

なお対照 として人型 結核菌HttRv株 を使用 した。

1・ 培養性状

杉本株は1%小 川培地上 で発 育にお よそ3遇 間を要す

る。 この培地上での発育はやや不 良であ り,普 遁寒天培

地,グ リセ リンを含 まない小川培地 には 全 く 発 育 し な

いc集 落形態は円形,湿 潤,平 滑 で軟 らか く.光 沢があ

り,黄 燈 色を呈 し,菌 液は均等に懸濁 されやす い。45℃

では全 く発育せず,27℃ では少数の集落 を認 め る の み

であ る。発育至適温度は37℃ であつた。

皿.光 発色性

光 をさえぎるため に,杉 本株 を接種 した培地全体 をア

ル ミホイルで包み,対 照はアル ミホ イル で包まないでそ

のままの状態 で培 養 した。3週 目に結果を判定す る と,

両者 の間に色調 の差 はみられず,そ の後光線 に当てても

さらに着色す る とい うこ とはみ られず,光 発色性は なか

つた。

皿・ ナイアシ ン試験x》

プ ロムシアン 。アニ リン法 とプ ロムシア ン ・ベ ンチジ

ン法 とに よつ て試験 した。 結果は表1に 示す よ うに杉本

株は陰性,対 照 のH"Rv株 は陽性 であつた。

N.中 性紅反応

菌塊を1白 金耳量か きと り,ス ビッツグ ラス に 入 れ

て,こ れに50%メ タノー ル を3ml加 え,65℃ ,1時

間加 温 し,遠 心沈殿後毛細管 ピベ ッ トでメタ ノールを除
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く。 これ に アル カ リ緩 衝 液(NaCl59,NaHCOs19,

Aq。dest.100rnl,pH8.9)を2ml加 え,さ らに0・05

%の 中性紅溶液のO.1mlを 加 えて,37℃ に30～60分

間お き,菌 の着色状態を観察 した。 また合田ら の 報告S》

に従つて,50%メ タノールに よる処置 を 無水 メタノー

ルで置 きか えて行 なつてみた。その結果は表1に 示す通

り,50%メ タノール処置ではHs7Rv株 陽 性,杉 本株は

陰性を示 し,無 水メタノール処置に よると,Hs7Rv株 は

陰性,杉 本株は強陽性 であつた。

V.ウ レアーゼ試験

戸田,武 谷の方法i)に 従 って行 なった。対照 として教

室保存 のHs7Rv株 のほか,牛 型結核菌R-14株,ト リ

型結核菌Kirchberg株,非 定型抗酸菌Nonphetochro。

mogenOkayama株 をあわせ て試験に供 した。結果は杉

本株,ト リ型結核菌,Nonphot㏄hromogenが 陰性に,

他の菌株は陽性を示 した。

va.抗 煮沸性1,

杉本株,Hs7Rv株,教 室保存 の 非定型抗酸菌Scoto・

chromogenP6株 の抗煮沸性の比較 を 行 なつた。 スラ

イ ドグラスに被 検菌を塗抹 し,Ziehlの 石炭酸 フクシン

液に60℃,20分 間浸 し,そ の後煮沸生理食塩水 中にお

ける脱色 までの時間を比較 した。 この脱色 されるに要す

る時間を分で表わ し,Kf値 と称 するが,得 ら れ たKf

値は,Hs7Rv株 が20以 上,Scot㏄hromogenが1,杉

本株は1,5で あつた。

W.カ タ ラーゼ活性1》

スライ ドグ ラス法 で試験を行なつた。杉 本株は3%過

酸化水素水を混ぜ あわせ る と直 ちに激 しく発泡 した。一・

方Hs7Rv株 はわずかに発泡す るのが認められ る程 度で

あつた。

珊。 コー ド形成能め

10%牛 血清加Kirchner培 地 に3週 間培養 す ると,

混濁発育 を 認 め た。 その1滴 を スライ ドグ ラス上に落

とし,乾 燥,固 定 した後,Ziehlの 石炭酸 フクシン液で

加温染色を行なつて鏡検 した。杉 本株には コー ド形成は

みられなかつた。

X.薬 剤耐性試験1)

小川培地上の菌集落を と り,手 振 り法 によ り1mg/ml

相 当の滅菌恭留水浮遊液をつ くつた。すなわちガ ラス玉

入 り減菌 コルベ ンに3週 培養菌を無繭的にはかって入れ

それを振 りなが ら徐 々に減菌蒸留水を入れ,均 等な菌 の

浮遊液をつ くった。 これを減菌蒸留水で100倍 に 希釈

し,そ のO.1mlず つを薬剤含有小川培地 と対照培地に

接種 して37℃ で培養 し,毎週観察を行なつた。小川培地

に含有 され る薬剤 と濃度は ス トレプ トマイシ ン(10,100・

μ9),PAS(1,10μ9),INH(O・1,1,5μ9)で あ る。

3週 目の結果判定 では,杉 本株は ス トレプ トマイシンに

感受性があ り,PAS,INHに はほぼ完全耐性 を示 した。

(表2)

動物実験成績

1。 マ ウス

杉本株 の1emglml菌 液をつ くり,そ のo.1mtを5

匹 のマ ウスの尾静脈 内に接種 し,30日 間観察 し たが,

剖検上肉眼的変化は認め られなか つた。 さらに8mgを

接種する と,6匹 の うち3匹 が接種 後1週 間 目前後 に 死
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亡 した。 残 り3匹 は接 種後58日 目にエ ーテル麻酔の も

とに屠殺 し剖検 した。 と り出 した組織は10%ホ ルvリ

ンで固定 して,パ ラフ ィン切片 と し,ヘ マ トキ シ リソ ・

エオジ ン染色を施 して観察 した。

8mg接 種,1週 間 前後死亡例を剖検す る と,肺 の 充

血,脾 の腫脹があ り,ま た1例 に肝の斑 点状壊 死が認 め

られた。肺 の組織学的所見では非特異性異物性肺 炎像 が

み られ(Fig.1),肺 胞 内には赤血球,好 中球,た 単核細

胞(単 球,組 織球),リ ンパ球の滲 出が認め られた(Fig.

2)。 また動脈性血管周囲に炎症性浮腫が著 明にみ られた

(Fig・3)。静脈性血管内には好中球,大 単 核 細 胞,リ ン

パ球か らな る細胞性塞栓が認め られ,一 部には これら細

胞の血管外遊出像がみられた(Fig.4)。

8m宮 接種58日 目屠殺例を剖検す ると,肉 賑的 に は

著変は認められなか つたが,肺 の組織学的所見では,す

でに滲 出性炎症像は消退 して,増 殖性の結核病変が散在

性 に多数認め られた(Fig.5)。 また顛上皮細胞 を 中 心

κ,そ の周囲が リンパ球ならびに類 リンパ球 よ りな る類

上 皮細胞結節 も認められた(Fig.6)。 乾酪変性,壊 死は

全 く認め られなかつた。

8mg接 種1週 間 目前後 死亡の3例 のマ ウスの 肺 のパ

ラフ ィン切片に抗酸菌 染色を施 して鏡検す ると,す べ て

の マ ウスにおいて細胞 の滲 出部分に抗酸菌 を 多 数 認 め

た。 しか し本菌8mg接 種58日 目屠殺の3例 では,肺

の 正常部にも結節部に も抗酸菌は証明できなか つた。

次に,本 菌株 の肺におけ る増殖力を み る た め,1mg

をマ ウス尾静脈 内に接種 したのち,2週 目毎 に2～3匹 ず

つ屠殺 して,肺 重量を測定 した の ち,4%NaOH水10

mlを 加 え,テ フPtン のホモ ジェナイザ ーで均等化 して,

その後4%NaOH水 で10倍 希釈を行ない,そ の0.1ml

を1%小 川培地に接種 し,37℃ で培養を行なつた。 毎

週 観察を行 ない最終的に8週 目に生 じた集落数を数えて

結果 を判定 した。集落が生 じた のは接種 した11匹 の う

ち,4週 目お よび6週 目屠殺 の2匹 か らで,生 じた 集 落

数 は10コ お よび8.5コ であった。 また肺重量を測定 し

て肺緻 一肺辮 撃 を求め燃 杉本株接種マウス

と対照 マ ウス との間の肺指数は有意の差を認 め な か つ

プこ。

∬.ウ サ ギ

上記 と同様に して作つた菌液を接種量10mg相 当 量

にな るよう4羽 の ウサギの耳静脈 内に接種 した。2カ 月

澗 の観 察中2羽 が死亡 したので,死 亡後剖検 したが 記す

べ き病変はみあた らなかった。おそら く寒 さによる死 と

思われ る。2カ 月 目に生存 した ウサギを 屠 殺 剖 検 した

が,同 様に病変は認められ なかった。

考 察

杉本株は患者の皮下膿瘍の穿刺液より,純 培養的に得
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られた抗酸薗 である。 集落形態 が平滑で黄燈色に着色 し

ていた ので,非 定型 抗酸菌 が疑 われたeそ こで この薗種

についての種 々の検紫同定 を 試 み た 紡 果Runyonの

GroupllScetochromogenに 分 類 され ることが分かつ

た。

杉 本株は37℃ で最 もよ く発青 し,27℃ ではわずかに

発育す る程度である。 小川培地上での集落教が最 多とな

るのには37℃ で約3週 間が必 要で普通寒天培地には発

青 しない。

さらに本菌株の諸性状 を結核菌 と比較 しながら検討 し

てみ ると,ま ず人型絡核菌に特異的に隣性 に出て他 の抗

酸菌では陰 性を呈す るナ イア シン試験 では,杉 本株は陰

性を示 し,抗 煮沸性 も杉 本株は低 く雑菌性抗酸菌 のKf

値 に近い ものであった。 中性紅 反応にお い て は,50%

メタ ノール と無水 メタ ノール両処置に よる反応の差を合

田ら8♪が見 出 して いるが,今 回の検査 にそれ を適用する

と,結 果は合田 らの報告 に よ るScotOchromegenの 結

果 と一致 した。すなわち50%メ タノール を作用 させ る

と,Scot㏄hromogen陰 性,人 型結核菌陽性 とな り,無

水 メタノールを作用 させ ると結果が逆にな る こ と で あ

る。 しか しあわせ て検査に供 した教室保存 トリ型結核菌

との間に差 が生 じなかった点について,合 田らの トリ型

菌 は50%メ タ ノール,無 水 メタ ノールの どちらを作用

させ ても同程 度の反応が現 われ るとい う報告 に 相 違 し

た。そ こで集落 の色調は 多少 トリ型菌 とは異な るが,ウ

レアーゼ陰性 であつ たこ とか ら も トリ型菌 との鑑別が必

要 と思われ,ウ サギに対す る病 原性を検討 した ところ,

ウサ ギ静脈 内接種 で病原性は全 く認 められなかつた。 こ

の ことは本菌株が トリ型菌 と相違す ることを裏 づけ る一

っの証 明になつた と思われ る。病原性を示す 抗酸菌にみ

られ るコー ド形成性は杉 本株には見 出され なか つた。杉

本株のマ ウスに対す る病原性は少量接種 では病 変を起 こ

さず,大 量(8mg)を 接 種する ことに よつて弱 度の病原

性を示 した。

非 定型抗酸菌症 には今 までの抗結核剤は効果が少ない

とい う報告 が多いが,本 菌 株は ス トレプ トマ イシ ンに感

受性 を示 した。 しか しPAS,INHに は抵 抗性を示 したe

分離検 出状況 よ り本菌株 は,今 回の疾患であ る皮下膿

瘍 と病原的な関係があ ると思われ るが,本 菌 株の由来に

関 しては既往歴,家 族歴等 に とくに注 目すべ き点はみあ

た らず,本 菌株が どこか ら由来 し,ど の ように して病原

性を もつ ようになつたかは不明であ る。

わ が国において も日比野 ら5}の 全国的 な非定型抗酸 菌

症 の精査 結果に よると,Scotochromogenに よ る疾患

はNonphot㏄hromogenに 次 い で 多 い。 またScoto.

chremogenに よる疾患 の内訳は,肺 疾患が最 も多 く70

%近 く占め,次 いで髄膜炎,リ ンパ節疾患 となつ て い

る。膿瘍の症例報告 も2例 あ り本菌株 もそれ に該 当す る
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総 括

4歳 の男子の右耳前 部膿瘍 よ り分離 され,本 疾息 の病

源 と思われ る暗 発色性非定型抗酸菌の1菌 株の賭 牲状に

・っ いて報告 した。特筆すべ き性質 としては,本 菌株 がス

トレプ トマイ シン感受性 であつた ことであ る。

稿を終わ るに臨み。病理組織標本所見について,懇 切

な るご指導をいただいた本学病理学 教室坂 本巌助手に深

く感謝の意を裏 します。
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